
第20回

21・老福連 職員研究交流集会in東京

開催要項

福祉は生きている
歩みだそう

新しい未来に向けて

主催：21世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会
後援：東京都・東京都社会福祉協議会

お問合せ先 21世紀・老人福祉の向上をめざす施設連絡会本部事務局
京都市北区大北山長谷町5-36
TEL：075-465-5300/FAX：075-465-5301
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（社会福祉法人 新生会 理事長）

2020年12月に開催を予定していた21・老福連結成20周年の記念大会が、今年、12月に

開催されることになりました。思いがけないコロナパンデミックにより、2020年以来、私
たちのライフスタイルは一変しました。従来通りの開催は無理にしても「21・老福連」の
存在と活動継続の強い意志は健在であることの証として、苦渋の決断で開催を決定したので
す。コロナパンデミックと行政指導もあって、わたし達の仕事や生活面は、デジタル化が加
速しています。今回の大会がリモート開催になることも、デジタル化の一環です。
わたしが最も恐れ、危惧するのは、デジタル全体主義の強化によって、私たちのケアワーク
やソーシャルワークのベースとなる「face to face」（顔と顔を見合わせて）の心の通った人
間関係が疎外され始めていることです。このような危機的状況にあって、私たちはより一層
「21・老福連」のポリシーである「制度の検証とクリティーク」そして「人間本位の社会
福祉」を推進するために力を結集していかねばなりません。今回の大会がそのチャンスとな
ることを祈り、沢山の方々の参加を心より期待するものです。
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福祉は生きている 歩みだそう 新しい未来に向けて

私たち、21・老福連が主催する「職員研究交流集会」は、
「豊かな援助実践と公的福祉制度の確立」をめざし、全国の介護現場で高
齢者に向き合い、尊厳ある人生への支援を多様に行い、優れた援助実践を
持ち寄り、交流し、全国に発信する広場となっています。

公的福祉制度から2000年に介護保険制度に変わり20年経過しようとして
いる中で、改めて高齢者福祉について考え、大切にしたい私たちの仕事、
高齢者への援助実践を学び合い高齢者福祉の仕事のやりがいや働きがいを
語り合い、学び合い明日への英知を養いましょう。

テーマ

目 的

２０２２年１２月２日（金）・３日（土）開 催 日

７，０００円参加費

締切り：10月31日（月）
・「21老福連」のホームページから「第20回職員研究交流集会in東京」

のリンクをクリックして進めて下さい。
・パソコンのWebブラウザから下記アドレスに直接アクセスすることも

できます。 https://roufukuren.confit.atlas.jp/login

申込方法



タイムテーブル

12月2日（金）

13：00～13：30 オープニング

13：30～14：00 開会挨拶

14：00～14：30 基調報告

14：40～16：10 記念講演Ⅰ

16：20～17：30 分科会

12月3日（土）

9：00～10：30 記念講演Ⅱ

10：40～12：10 分科会

12：10～13：10 昼休憩

13：10～15：10 分科会

15：20～15：50 分科会まとめ

15：50～15：55 閉会挨拶

15：55～16：00 クロージング

記念講演Ⅰ
「抱かれたイエス・・「やさしさ」へのメッセージ」
立教大学名誉教授 渡辺 憲司氏

1944年函館市出身。立教大学文学部卒業後、横浜市立商業高校
（定時制）・私立武蔵中学高校・梅光女学院大学（現梅光大
学）・立教大学・立教新座中学高校・自由学園などをへて、現在
立教大学名誉教授。専門は江戸時代の文化・文学の研究。著書に
『近世大名文芸圏研究』・『江戸遊女紀聞』『江戸遊里の記憶』
『いのりの海へ』『生きるために本当に大切なこと』など。

記念講演Ⅱ
「日本の経済・社会保障・福祉のゆくえ」
立教大学大学院 特任教授
慶応義塾大学 名誉教授
経済学者 金子 勝氏

1952年 東京都生まれ。専門は制度経済学、財政学、地方財政論。
著書に『人を救えない国 安倍・菅政権で失われた経済を取り戻
す』、『平成経済 衰退の本質』、『資本主義の克服 「共有論」
で社会を変える』、『新・反グローバリズム金融資本主義を超え
て』など多数。



分科会一覧
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テーマ １ ゆたかな援助実践

内

容

・高齢者の介護福祉の実践

・利用者に寄り添った介護ケアの技術・知識の構築

・利用者援助のための連携、行政への提言

・誇りややりがい事例の取り組み

テーマ ２ 社会保障制度・人権

内

容

・制度に翻弄される利用者実態

・生活保護制度をめぐる取り組み

・地域で人権を守る取り組み

・多重問題家庭の取り組み

・精神障碍者を地域で支える取り組み

・虐待といじめの問題

テーマ ３ 地域・まちづくり

内

容

・地域づくり、居場所づくり、地域に開かれた施設の取り組み

・なんでも相談会

・安心して住み続けられるために地域の要望を把握する取り組み ｱｳﾄﾘｰﾁ

・認知症になっても住み続けられるまちづくり

・まちづくりを推進する法人や事業所づくり

テーマ ４ 事故・苦情対応 リスクマネジメント

内

容

・事故から学んだ援助

・言葉で伝える難しさ

・接遇、社会人基礎力の大切さ

テーマ ５ 看取り・死生観の学び

内

容

・在宅復帰、在宅生活から看取りケアを支える取り組み

・人生会議（ＡＣＰ）の取り組み

・グリーフケア、家族支援

・安楽に過ごすための取り組み



分科会
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テーマ ６ 職場づくり・職員の確保と育成・幹部養成

内

容

・育ちあいの職場づくり・職員教育の取り組み

・職員の確保と育成

・幹部・管理者の養成の取り組み

・制度教育の取り組み

・職域による部会の組織づくり

テーマ ７ ＩＣＴ活用 前後報告

内

容

・ＩＣＴ活用による、介護の質の向上の取り組み

・ＩＣＴ活用による問題意識、倫理問題

・外部との連携、家族との連絡の取り組み

テーマ ８ 介護保険制度改正の歴史で変化したこと

内

容

・補足給付に預貯金

・２割・３割の負担割合

・特養入所基準 要介護３以上

・福祉用具の品目制限

・介護予防・総合事業

テーマ ９ 災害支援

内

容

・災害支援の取り組み

・災害訓練、研修、組織づくりの等の取り組み

・災害時の医療機関・団体や自治体との連携の取り組み

・災害・震災時における心のケア

・被災地復興への政策要求の取り組み

・ＢＣＰ（事業継続計画）の取り組み

テーマ １０ 利用者当事者・家族からの発信

内

容

・介護で後悔したこと

・うれしかった支援・声掛けなど

・利用してみてわかる介護職員の学ぶべきもの



分科会
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テーマ １１ 感染対策

内

容

・コロナ禍における感染管理

・コロナ禍における組織運営

・コロナ禍におけるフレイル予防

テーマ １２ 施設と在宅の違い

内

容

・在宅と呼ばれる施設（又は、施設と呼ばれる在宅）

・住み替えによる生活変化

・地域と施設のつながり

・施設の中のその人らしい生活、自宅ならその人らしく生活できるか

テーマ １３ その他

内

容

・介護保険制度の22年を振り返って

・介護福祉業界の10年後をイメージして

・その他



抄録原稿フォーム（ワード）をダウンロードして使用してください。

抄録提出〆切 １０月３１日（月）

分科会演題募集要項
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職員研究交流集会の分科会には毎年100本を超えるレポートが提出され、有意
義な実践交流が図られます。日々豊かな実践を積まれている全国の皆さんの報告
を全国の仲間と分かち合いませんか。
分科会一覧表をご参照のうえ、発表をご検討いただき、たくさんの演題の応募

をお待ちしています。手順は以下の通りです。

演題抄録作成にあたっての留意点

① 人権・プライバシー等、倫理的配慮について必ず記述してください。
演題名も対象者個人の特定につながる記述は避けてください。

② 報告の【提出理由】―【内容】―【結果】―【考察】―【まとめ】または【おわり
に】など一貫性を意識して述べてください。各項目は【 】で囲んでください。

③ 文章は「である」調で統一してください。
④ 制限文字数は１300字です。フォントはＨＧＰゴシックＭ、サイズは10.5ポイントで

記載してください。1枚で収まるようにお願いします。
⑤ 記載した抄録は、演題登録マニュアルに従いアップデートしてください。

抄録・発表原稿の提出について

募集演題（予定）数 60演題
※参加される１法人につき、１演題の抄録提出をお願いいたします。

必須

※発表用に読み原稿をご準備ください 尚、発表時間は15分以内です。

抄録原稿の他に、当日発表用のパワーポイントを作成してください。

パワーポイント提出〆切 １１月１０日（木）

必須
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